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１）法教育の目標について

＊自身の問題意識

①明確に目標を定めないままに教育を行うことは、

法教育を制度の説明や知識の定着に留めてしまう

結果となるのではないか。

②法と感覚とのずれにより、法についての認識が甘く

なった結果、様々な消費者問題の被害にあう若者

が増加しているのではないか。



１）法教育の目標について
＊高等学校学習指導要領 公共 より

内容 B 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）法や規範の意義及び役割、多様な契約及び消費者の権利と

責任、司法参加の意義などに関わる現実社会の事柄や課題

を基に、憲法の下、適正な手続きに則り、法や規範に基づいて

各人の意見や利害を公平・公正に調整し、個人や社会の紛争

を調停、解決することなどを通して、権利や自由が保障、実現さ

れ、社会の秩序が形成、維持されていくことについて理解すること。



１）法教育の目標について
＊高等学校学習指導要領 公共 より

内容 B 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（ア）アの（ア）から（ウ）までの事項について、法、政治及び経済など

の側面を関連させ、自立した主体として解決が求められる具体的

な主題を設定し、合意形成や社会参画を視野に入れながら、

その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想

したりしたことを、論拠をもって表現すること。



１）法教育の目標について
＊法務省「生きるチカラ！法教育」より

法教育では

①社会の中でお互いを尊重しながら生きていく上で、法や

ルールが不可欠なものであることへの理解を深める

②他人の主張を公平に理解し、多様な意見を調整して合意

を形成したり、法やルールにのっとった適正な解決を図っ

たりする力を養う

ことを通じて、自由で公正な社会を支える人材の育成を目指す



１）法教育の目標について
＊その他の視点

①司法の観点から

⇒法律に対するイメージについて、規制や恐ろし

いものではなく、自分たちを救済してくれるもの

という視点を身に付ける

②立法の観点から

⇒主権者として、行動を起こせるようになる

（法律トラブルに対し、泣き寝入りも多いことから）



１）法教育の目標について

＊以上をまとめると．．．

①法制度の役割や意義、その背景にある考え方を踏まえ、
ルールを尊重し、遵守することの意味を理解させる。
②制度を理解するだけでなく、その制度の下でどのような
行動を取ればよいか、自ら考えることができるようになる。
③自らの考え方に固執することなく、相手の立場に立った
公平なものの見方、考え方ができるようになる。



２）今回の授業について

＜授業の構成＞

①本時の目標の確認

②契約に関する基礎事項

③未成年者取消と法的拘束力について

④成年年齢の引き下げについて

⑤成年として取るべき行動について

⑥授業の振り返り、自己評価



①本時の目標の確認

＊できるようになることが分かるだけでなく、どのような考え

方や行動が求められるのか、まで理解を深めさせる。

＊行動選択をするにあたり、自分に欠けているものや

これから身に付けるべきものを自覚させる。

【本時の目標】
・「成年になること」の意味を理解する。
・法の役割について知り、正しい行動選択をするために、
必要なものは何か考える。



②契約に関する基礎事項

＊法律の条文や法制度の内容を記憶させることでは

なく、私法の基礎的な考え方を理解し、その意義を

考えさせることに重点を置く

【取り扱う内容】

・契約の成立

・契約の内容について（契約自由の原則）

・契約の効力について（契約の法的拘束力）



③未成年者取消と法的拘束力について

＊【やってみよう①】

・日常に起こりうる事例を参考に、学習した基礎事項

がどのような場面で用いられ、どのような行動を求

められるのか、検討させる。

⇒ 法に関する基礎事項を論拠として、法に則った

適切な問題解決をする力を養うことを目的とする。



④成年年齢の引き下げについて
＊【やってみよう②】

・同じ事例を題材に、未成年者に求められる行動と、

成年として求められる行動の違いに気づき、成年

年齢の引き下げによる変化について理解させる。

（１）できるようになること／できなくなること

（２）成年として、契約の場面で求められる行動

（３）成年として、理解しておかなければならないこと



④成年年齢の引き下げについて

＊【やってみよう③】
・生徒が持っているであろう漠然とした期待と不安を
自分の言葉で具体化させ、物事を両面から捉える
力を養う

⇒ 権利と義務、権利と責任に関する課題や
問題意識を生徒自身から出させる。



⑤成年として取るべき行動について
＊【やってみよう④】

・（１）成年として求められる行動

（２）今の自分に足りないもの、何をすべきか

（３）問題に直面したとき、具体的にどうすべきか

について、生徒自身の言葉でまとめさせる。

⇒ 知識として覚えさせるのではなく、生徒自身に課題を

見つけさせ、今後の行動目標を立てさせることで、

果たすべき責任を自覚させる。



⑥授業の振り返り、自己評価

＊本時のまとめ

⇒取り組みを評価させ、次の授業につなげる

＊授業の自己評価表について

⇒授業に臨むにあたり、達成目標を行動で示して

おくことで、評価についても同時に行えるように

しておく



２）今回の授業について
＊感想と反省

・生徒は積極的に参加をしてくれたが、発表者は普段の授業

と同じメンバーであり、発表の方法は再考の必要があると

感じた。（IＣT活用も含めて）

・今回は1回完結型であったこと、時間的制約もあり本時の

目標を提示したが、問いを軸にした授業構成の方がより

理解が深まったのではないかと感じた。

・日頃からその授業を通して生徒に付けさせたい力とその手法を

考えておく必要性を改めて痛感した。



３）生徒の反応①
〇成年の自分はどのようなことに気を付けるべきか？

・「契約を結ぶ際は、その契約に不備がないか、自分が

契約内容を果たせるものかどうか、慎重に確認する。」

・「特に口頭の契約については、少しでも気になることが

あれば確認するようにすべきだと思う。」

・「契約内容を隅々まで確認し、悩む場合には一度時間

をおくなど、必要かどうかを冷静に判断する。」



３）生徒の反応②
〇成年になるにあたって、未成年の自分は今何をすべきか？

・「悪徳商法や詐欺の代表的な手口を知り、対策を調べる。」

・「未成年者取消を利用できるからこそ、自分の契約に責任を

持ち、適切な判断ができるように契約についての知識を増

やしておく。」

・「あらかじめこれまでどういった事件があったのか、どういっ

た行動が問題になるのかを調べておく。」



３）生徒の反応③
〇契約でトラブルになった場合、どのように行動すればよいか？

・「自分だけで判断せず、消費生活センターに連絡するなど

専門家の協力や助言をもらう。」

・「問題をそのままにすることなく、相談ができる相手に相談

する。また、トラブルに関する証拠品（レシート、契約書

など）を集めておく。」

・「成年であっても分からないことは聞くべきだと思う。ただし、

巻き込まれた責任は自分にあるので、できることは全て自

分自身で行うようにすることが大切だと思う。」



３）生徒の反応に関する考察

・基礎的な知識が備わっていなければ様々な問題に巻き込まれ

るリスクが高まる、ということは理解できていた。

・問題に巻き込まれた際に相談する相手については、 「まずは

親」と書いている生徒が少なからず見られた。消費生活センター

や法テラスといった機関についてはより詳しく学ぶ必要性を感

じた。

・「何ができるようになるか」だけでなく、「何を心掛けるべきか」に

ついての記述も多くみられた。



４）授業全体を通して

・法教育教材の活用

・・・法教育教材を活用することは、授業構成の負担軽減

や法律知識の不足を補うという点でも法に関する専門

的知識に不安がある教員にとって有効であると感じた。

・他教科との連携

・・・知識の定着に固執せず、制度や法律の背景にある

考え方に着目することで、教科横断的な授業展開が

可能となるのではないか。
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○契約の基本 

 １）契約の成立 

   ⇒ 契約は、（     ）と（     ）という、双方の意思表示の合致により成立する。 

 ２）契約の内容 

   ⇒（         ） 

     … 基本的に、国家は干渉せず、当事者間で結ばれた契約の内容を尊重しなければならない。 

       ＊すべて自由というわけではなく、一定の制約はある。 

（例：民法 90条 … 公序良俗違反） 

 ３）契約の効力 

   ⇒ ・契約が成立すると、双方に（     ）と（     ）が生じる。 

     ・契約が成立すると、その契約を守らなければならない（＝契約の（        ）） 

 

 

 

 

○未成年と成年の違い 

【やってみよう①】 

 以下の＜事例＞中の Aさんは、次のような場合、どのような行動を取れるか、考えてみよう。 

 ⅰ）保護者の同意が得られず、3万円が準備できなかった。 

   ⇒                                           

 ⅱ）Bさんが、コントローラーを 1つしか渡してくれなかった。 

   ⇒                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【やってみよう②】 

Aさんが成年になった場合、上記のⅰ）、ⅱ）のような場合はどうなるか。 

令和 3年度 1年現代社会 授業ワークシート 

18歳を迎える君へ ～契約について学ぼう～ 

（  ）年（  ）組（  ）番 氏名（            ） 

＜事例：リーフレット一部改題＞ 

 高校 1年生の A さん（16歳）は、高校 3年生の友人 Bさん（18歳）と、以下のような 

内容の契約を結んだ。（契約の過程に瑕疵はないものとする） 

 

 

 

 

 

 

 なお、Aさんは結婚しておらず、Bさんは Aさんが未成年であることを知っており、A 

さんは小遣いをもらっていなかったこととする。 

【契約内容】 

 ・Aさんは Bさんからゲーム機本体と、コントローラー2つを 3万円で買う。 

 ・そのどちらも故障していないことを確認する。 

 ・Aさんは、ゲーム機とコントローラーの引渡し前に代金を支払う。 

●契約を守らないとどうなるのだろうか？ 

 ⇒ その契約を裁判所などの機関が強制的に履行させることができる。…「約束」との違い 
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 ⅰ）⇒                                           

 ⅱ）⇒                                 

 

【やってみよう③】 

 成年になると、できることが広がる半面、法的責任が生じることになる。既に改正民法の施行が予定

されているが、その上で、成年年齢が引き下げられることで期待すること・不安なことについて班で話

し合おう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【やってみよう④】 

 契約に関して、自分たちの行動を振り返り、今何をすべきか、これから何をすべきかについて考える。 

１）契約を結ぶとき、成年の自分はどのようなことに気を付けるべきか？ 

 

 

 

 

２）成年になるにあたって、未成年の自分は今何をすべきか？ 

 

 

 

 

３）契約でトラブルになった場合、どのように行動すればよいか？ 

 

 

 

［期待すること］              ［不安なこと］ 
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○本時のまとめ・感想 

１）今回の授業の自己評価 

 A B C 

個人の取り組み 

・契約の基本と未成年者取消

について理解し、現在の自

分の行動を基に、取るべき

行動を具体的に考えること

ができた。 

・成年後に気を付けるべきこ

とを自分の言葉でまとめ、

発表することができた。 

・契約の基本と未成年者取消

について理解し、現在の自

分の行動について振り返る

ことができた。 

・成年後に気を付けるべきこ

とを自分の言葉でまとめる

ことができた。 

・契約の基本と未成年者取消

について理解している。 

・成年後に気を付けるべきこ

とについて考えることがで

きた。 

班での取り組み 

・班員の意見を聞くとともに

自分の意見を発表し、それ

らを基に取るべき行動をま

とめることができた。 

・話し合いに積極的に参加し、 

意見を出すとともに、班員

の意見をまとめる役割を果

たした。 

・班員の意見を聞くとともに、

自分の意見を発表すること

ができた。 

・話し合いに積極的に参加し、

意見を出すことができた。 

・班員の意見を傾聴すること

ができた。 

 

 個人の取り組み …   A   －   B   －   C 

 

 班での取り組み …   A   －   B   －   C 

 

２）今回の授業を受けて、考えたこと、気付いたこと、知りたいと思ったこと、感想など 

 

 

 

 

 

 

 



法教育セミナー

〈高等学校分科会〉

令和３年８月１７日（火）

福岡県立福岡高等学校
教諭 藤野 愛



「家庭基礎」消費者教育（５時間）

・成年年齢引き下げ・契約自由の原則とその例外等

「質問づくり」

・悪質商法

（モニター商法、ネガティブオプション、マルチ商法など）

クーリング・オフ制度

・消費者信用（クレジットカード）

リボルビング払い、多重債務など

本時２時間



Q1「質問づくり」の授業で
あなたの視点は変容しましたか？



Yesと答えた場合、どのように変容したか？

• もうすぐ成人年齢に達するという自覚が持てるようになり、
契約に対して慎重になった。

• 成人年齢を引き下げることのメリットとデメリットのどちらの
視点もわかった。

• 消費者被害が起こる要因や未然に防止する方法、トラブルが起
こってしまった時の対処法など知ることができた。

• 契約トラブルは1人で解決しなくていいことがわかった。

「質問づくり」の授業で、あなたの視点は変容しましたか？



Noと答えた場合、その理由は？

• 中学校で契約に関することを十分に学習していたから。

• 既に知っている情報が多く、新しい視点を得られなかった。

• 他の人と自分の考えが同じで、同じ視点で交流しあったため。

「質問づくり」の授業で、あなたの視点は変容しましたか？



18歳を迎える君へ

A● 成年年齢引き下げ

B▲ 契約の拘束力

C■ 消費者被害

D★ 契約自由の原則とその例外



■ ● ■ ●

★ ▲ ★ ▲

■ ● ■ ●

★ ▲ ★ ▲

質問づくりの焦点４つ ●▲■★



▲ ▲ ● ●

▲ ▲ ● ●

★ ★ ■ ■

★ ★ ■ ■

エキスパート活動



■ ● ■ ●

★ ▲ ★ ▲

■ ● ■ ●

★ ▲ ★ ▲

ジグソー法_拡散



④ ①

⑧

⑤ ②

⑨

⑥ ③

⑩

⑦

班番号



座席番号



24_④Cく 4_④Aい 21_①Cき 1_①Aあ

28_⑧Cけ 8_⑧Aう 34_④Dさ 14_④Bお 31_①Dこ 11_①Bえ

38_⑧Dし 18_⑧Bか 25_⑤Cく 5_⑤Aい 22_②Cき 2_②Aあ

29_⑨Cけ 9_⑨Aう 35_⑤Dさ 15_⑤Bお 32_②Dこ 12_②Bえ

39_⑨Dし 19_⑨Bか 26_⑥Cく 6_⑥Aい 23_③Cき 3_③Aあ

30_⑩Cけ 10_⑩Aう 36_⑥Dさ 16_⑥Bお 33_③Dこ 13_③Bえ

40_⑩Dし 20_⑩Bか 37_⑦Dし 27_⑦Cけ 17_⑦Bか 7_⑦Aう

班28_⑧Cけ
出席番号 班 ﾃｰﾏ ｴｷｽﾊﾟｰﾄ班





18歳を迎える君へ

A 成年年齢引き下げ

B 契約の拘束力

C 消費者被害

D 契約自由の原則とその例外



資料を読み

基礎知識を得よう

↓

先ずは、表紙







Googleフォームに答えよう



１万円以下 ７万円







疑問に思ったこと
知りたい事

個人で考える



13 11 3 1

23 21 15 12 5 2

25 22 16 14 6 4

26 24 18 17 9 7

29 27 20 19 10 8

30 28 37 35 33 31

40 39 38 36 34 32

ABC

D

ｴｷｽﾊﾟｰﾄの班へ移動



エキスパート３～４人

え あ

き

お い

く か う

け こ

し さ



班で出し合う
↓

各自記入する



開いた・閉じた
↓
長所・短所
↓
変換



優先順位
↓
順位の基準
↓
担当者決め







担当する質問について
↓
２０分調べる



２分×４

伝える
↓

メモする

🛎 1’30”

🛎🛎 2’00”



24 4 21 1

28 8 34 14 31 11

38 18 25 5 22 2

29 9 35 15 32 12

39 19 26 6 23 3

30 10 36 16 33 13

40 20 37 27 17 7

班番号



④ ①

⑧

⑤ ②

⑨

⑥ ③

⑩

⑦

班番号



３分×４

伝える
↓

メモする

🛎 2’30”

🛎🛎 3’00”





Google Jamboard に記入

出席番号_姓
Ｑ.
Ａ.





Q２本日の「質問づくり」での『学び』は何？

• 成人と未成年の違いなどを自分ごととして捉えることができた。

• 18歳で成人になることによる危険性と成人が負う責任について理解
出来た。

• 弱い立場の人を守るため、被害にあった消費者を守るために、色々
な法律や制度が導入されていることが分かった。

• トラブルが起きたら、1人で抱え込むのではなく両親や周りの大人、
消費者ホットライン等を頼ると良いということ。

• 法整備は整っているから、あとは情報の格差や誤った情報が広がら
ないことが大切だと思った。



「教員が教える」

↓

「生徒が自ら
問いを立てて学ぶ」

対話的で深い学び
ICTの活用

ダン・ ロスステイン, ルース・サンタナ他著
吉田新一郎 訳 新評論



GIGAスクール構想
→福岡県公立高校 1クラス 15台のChromebook



ご清聴ありがとう
ございました。



家庭基礎   １８歳を迎える君へ    

問う×学ぶ×保持する授業へのチャレンジ 
 

１年  組  番 氏名               座席番号     番 

  

 

１ 以下の内容について調べて、伝えよう。 
 

自分の担当テーマに○印をつけよう！ 

  ↓ 

（  ）A 成年年齢引き下げ         （  ）B 契約の拘束力 

 

（  ）C 消費者被害            （  ）D 契約自由の原則とその例外 

 

   

 

３ 質問づくりのルール                Rule 01～Rule 04 の難易度を評価してみよう。 

 
Rule 01 できるだけたくさんの質問をつくり、書き出す。 

Rule 02 質問について話し合ったり、評価したり、答えたりしない。 

Rule 03 質問は発言の通りに書き出す。 

Rule 04 意見や主張が出た場合は疑問文に書き直す。 

 

４ 開いた質問・閉じた質問 
 

   開いた質問   文章で説明しなければならない質問 

 

 閉じた質問   はい、いいえ、または単語で答えられる質問 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自分の担当テーマ（質問の焦点）                                    

 

（２）質問【個人：４min → 班：4min】 

質問 開 閉 順 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

 

 

（３）つくった質問を「開いた質問」と「閉じた質問」に分け、表に○を記入しよう！【班：1min】 

 
（４）「開いた質問」と「閉じた質問」の長所・短所をまとめてみよう！【班：2min】 

 長所 短所 

開いた質問 
  

  

閉じた質問 
  

  

 

（５）「開いた質問」と「閉じた質問」を 1 つずつ選び、「閉じた」と「開いた」を変換してみよう！【班：2min】 

 

開いた質問  

                             

閉じた質問  

 

 

閉じた質問  

                             

開いた質問  

 

 

（６）つくった質問に優先順位（班の人数分 １～４）をつけ、表に数字を記入しよう！【班：2min】 

 

班 

員 

Ａ      

Ｂ      

Ｃ       

Ｄ       

ルール 評価 

Rule 01 □ 難しい □ 易しい 

Rule 02 □ 難しい □ 易しい 

Rule 03 □ 難しい □ 易しい 

Rule 04 □ 難しい □ 易しい 



順位の基準                                            

 

（７）自分が担当する質問                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）調べた内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）エキスパート、ジグソー法で学んだ内容 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年  組  番 氏名                       

調べるための 検索キーワード 

 

 

 

 

 

 

 


